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認知率が高まるスマートスピー
カー

　ここ数年、米国Amazon.com社の「Amazon 

Echo」や米国 Google 社の「Google Home」

をはじめとする、音声で操作可能なアシス

タントデバイスであるスマートスピーカー

が話題となっている。音声による操作とい

えば、米国Apple社の「Siri」やGoogle社の

「Google Assistant」のような、利用者の音声

に応答するスマートフォンのアシスタント機

能としてすでに利用されているが、スマート

スピーカーは主に自宅やオフィス、車の中な

どで据え置き型のデバイスとして利用する。

　スマートスピーカーには共通して、利用者

へ情報（天気、交通情報など）を伝えたり音

楽を再生したりするスピーカーと、利用者の

音声を聞くマイクの他、クラウドに接続する

ための無線 LAN 通信モジュールが搭載され

ている。また、事前の設定が必要ではある

が、音声の指示に従って家電製品を制御する

といった高度な操作にも対応する。

　日本では、まだスマートスピーカーの所

有率は低いと思われるが、2018 年 2 月の

アイブリッジ社の調査によると、認知率

はすでに 50％を超えている（http://www.

research-plus.net/html/investigation/

report/index128.html 参照）。今や生活必需

品となっているPCやスマートフォンと同様

に、スマートスピーカーも遠からず家庭とク

ラウドをつなぐ重要なインターフェースとな

ることは間違いないであろう。

　スマートスピーカーのもう1つの大きな特

徴は、サードパーティーによる機能の拡張が

可能だということである。すでに多くの企

業や個人が拡張機能のアプリを公開してい

る。まだそれほど普及しているわけではない

日本でも、今後の普及を見越して、あるい

は普及に弾みをつけるために、2018 年 5 月
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「Google Home」用には300種類以上のアプ
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スピーカーの用途として有望視されるのが顧

客チャネルとしての活用である。実際、米国

Domino's Pizza社の英国法人は、ピザの宅配

サービスの注文をスマートスピーカーででき

るようにしている。これは、もともと Web

サイトやFacebookなどで提供していた「イー

ジーオーダー」と呼ばれる機能（事前に登録

したメニューを少ない操作で注文できる機

能）をスマートスピーカー用アプリに移植

し、自宅などから音声のみで注文できるよう

にしたものである。同社によると、サービス

開始から2カ月後には、「イージーオーダー」

で注文する顧客のうち5人に1人がスマート

スピーカーを利用するようになったという

（https://digiday.jp/brands/dominos-getting-

people-order-pizza-amazon-alexa/参照）。一

見すると単なる趣味の対象のようなデバイス

が、アイデアや企画次第でビジネスにつなが

ることを示すものといえる。

スマートスピーカーの仕組み

　サービスの開発に当たっては、スマートス

ピーカーとそのアプリがどのような仕組みで

動作しているのかを理解する必要があること

は言うまでもない。ここでは、スマートス

ピーカーの仕組みとともに、利用者に受け入

れられ、長く使われるアプリを生み出すため

の企画の進め方や開発における注意点につい

て、NRIネットコムが顧客のサービスの利便

性を高めることを目的に実施したPoC（Proof 

of Concept：概念実証）の経験に基づいて解

説することにする。

　ここでは代表例として、「Google Home」

向けの「Google Assistant」用アプリが動作

する仕組みを解説する。「Google Home」以

外の一般的なスマートスピーカーでも基本的

な仕組みは変わらない。

　「Google Home」本体を含むアーキテク

チャーの全体像を図1に示す。特徴的なのは、

アプリを含むリソースがすべてクラウド上に

置かれているという点である。利用者側から

は「Google Home」の中でアプリが動いてい

るように見えるが、実際にはネットワークを

介してクラウド側のサーバー上で動作する。

そのため、開発者側がアプリに機能を追加し

た場合も、利用者はバージョンアップの操作

をすることなく新しい機能を利用することが

図1　スマートスピーカー「Google Home」のアーキテクチャー
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できる。

　「Google Assistant」は、「Google Home」

（あるいはスマートフォンなどの「Google 

Assistant」対応端末）とアプリの間をつな

ぐ仲介役で、利用者の呼び掛けに応じてアプ

リを起動し、発話内容をアプリに伝えたり、

アプリからの応答を「Google Home」へ伝え

たりする役割を持つ。「Google Home」から

送られる音声化された発話内容は、「Google 

Assistant」がテキストデータに変換してア

プリに伝えている。

　アプリは基本的に「Google Assistant」の

背後で受動的に動作する仕掛けとなってお

り、利用者の発話内容の解析、解析結果に基

づく返答内容の選択を役割とする。アプリは

主に「Dialogflow」と呼ばれるクラウドサー

ビスを用いて開発される。応答の仕組みは非

常にシンプルだが、アプリによって利用者と

「Google Home」との会話のバリエーション

を増やし、よりスマートな音声アシスタント

とすることができる。

クラウドサービスや既存システ
ムとの連係

　図 1 では、「Google Home」との間であい

さつを交わすだけの単純なやり取りを示した

が、気象情報や交通情報、経路情報などを提

供するクラウドサービスと連係させて、もっ

と高度な応答をさせるアプリを開発すること

も容易である。

　例えば、「明日の天気は？」と話し掛ける

と、気象情報サービスから天気の情報を取得

し、「明日の天気は晴れです」と応答するア

プリである。こうしたクラウドサービスとの

連係は、リアルタイムな情報を応答に加える

ことを可能にする。

　ただし、外部のサービスと連係させる場合

には、スマートスピーカーに特有の注意点も

ある。例えば、交通情報サービスと連係させ

る場合に、その情報が全体の交通情報を1つ

にまとめた文章（長文のテキスト）であった

とする。PC やスマートフォンのように文字

を表示できるデバイスであれば、それをその

まま表示してもほとんど問題はない。しか

し、スマートスピーカーのように音声だけで

情報を伝えるデバイスでは、必ずしも人が理

解しやすい応答になるとは限らない。スマー

トスピーカーはテキストの文脈を理解する機

能を持つわけではないので、聞き取りやすい

速度にしたり、文節ごとに「間」を置いたり

するようなことは現状では難しいからだ。

　従って、連係させるサービスを選定する際

は、文章を返すサービス（主に Web を想定

したサービス）ではなく、カテゴリー単位で

データを区切って提供してくれるサービスを

選択するのが望ましい。そうすれば、応答の

仕方をある程度まではコントロールできるよ

うになる。

　外部のサービスだけでなく、既存システム

との連係も可能である。「Google Home」の

場合、OAuth（オーオース。あるシステムで

保持している利用者の情報にシステムの外か

らアクセスするための認可の仕組み）と呼

ばれる技術をサポートしている。このOAuth

を活用して、利用者の氏名や年齢、住所など

の情報を取り込んだ個人的な会話（誕生日を

祝ったり近所の情報を伝えたりするなど）を
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行うアプリの開発も可能である。既存のステ

ムが OAuth に対応していない場合はシステ

ムの改修が必要になるが、ユーザーフレンド

リーなアプリを開発するためには必要不可欠

といえる。

　「Google Home」の「Voice Match」とい

う仕組みも、ユーザーフレンドリーなアプリ

を開発する上で重要である。これは、あらか

じめ利用者の声紋と Google アカウントを結

び付けておき、話し掛けた人が誰かを自動で

判別するもので、これを利用すれば、同じア

プリでも利用者ごとに異なる会話をさせるこ

とができるようになる。ただし、まれに誤検

知する場合があるため、少なくとも厳格な

生体認証としての使用は避けるべきである。

NRI ネットコムの PoC でも「Voice Match」

を利用した認証の実現可能性について検証し

たが、登録した声紋に似た声質を持つ人が話

し掛けると誤検知する場合があった。あくま

でもユーザビリティ向上のための仕組みと考

えるべきであろう。

最も重要となる企画段階

　ここまでは、主に技術面について触れてき

たが、スマートスピーカー向けのアプリを開

発する上で最も重要なのは、アプリの要件や

コンセプトを定義する企画段階である。ス

マートスピーカーでは、画面に表示されるテ

キストや画像のような視覚的な要素が得られ

ない分、音声を聞いた利用者の行動にばらつ

きが生じやすい。NRIネットコムのPoCでも、

開発者側が想定していない応答を利用者がし

たために、アプリが認識できずにその後の会

話が成り立たなくなるケースがいくつか生じ

た。アプリの公開後にこのような事態を招か

ないようにするためには、企画の段階で大ま

かな会話の流れを決定し、例外的なパターン

を含めてユーザーテストを入念に実施してお

くことが望ましい。

　NRIネットコムのPoCでは、図2に示すよ

うなフローチャート形式で会話全体の流れを

定義し、それに基づいて試作品を作り、ユー

ザーテストを実施した。フローチャートには

「スマートスピーカーの発話内容」、会話の分

岐条件となる「ユーザーの想定発話内容」が

記載され、会話全体の流れを見渡せるように

なっている。この流れに基づく試作品をつ

くって動かしてみて、会話の流れがスムーズ

か、発話内容が簡潔かという確認や、利用者

の発話内容の想定が適切か、不足していない

かなどの確認をする。なお、試作品をつくる

ためのリソースが用意できない場合には、フ

ローチャートに基づいて人がスマートスピー

カー役を演じることによってもある程度の検

証が可能である。このように、利用者の立場

に立って実際に体験し、改善点を洗い出して

いくことが重要である。 ■

顧
客
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
の
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー 

│
応
答
の
仕
組
み
と
ア
プ
リ
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
│

図2　応答のフローチャートの例
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